
:靡辣憚螂
‐
燎隋巫屹鮨痣毯晰‐磯11嚢轟

前回「残しておきたいキャンバス風景」で紹介しました理学部附属植物園のいきもの

について、植物園の方々のご協力を得て紹介して行きます。第 1回 目はこの季節の花です。

(写真 1)ム ラサキサギゴケ(Mazυ s mf9υ e〃′Makino ゴマノハグサ科 )。

あぜ道でよく見かける小さな多年草です(5～ 15cm)。 オオイヌノフグリな

どと近縁ですが、この仲間の花はみな少し変わつた立体的な形をしています。

(写真 2)シ ャガ (層sノaροηFca Thunb
アヤメ科 )。 山林のやや 日陰でよく見か

ける多年草です。果実はつけず、地下茎

を伸ばしてどん どん増えます。中国から

伝来 し野生化 したと考えられます。

(撮影 :樋 上正美、解説 :今村彰生 )
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